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※概要（Summary）： 

微小ディスク共振器は、共振器量子電気力学に対する

興味やフォトニクスへの応用の観点などから近年活

発に研究が行われている。本研究ではシリコン微小デ

ィスク共振器の作製を行い、シリコンの発光ピーク上

に現れる Whispering-gallery（WG）モードを確認した。 

 
※実験（Experimental）： 

高速大面積電子線描画装置 

シリコン深掘りエッチング装置 

形状・膜厚・電気・機械特性評価装置群 

クリーンドラフト潤沢超純水付 

ステルスダイサー を使用し、微小ディスク共振器の

作製を行った。まず、SOI 基板の上にレジストを塗布

し、電子線描画装置によってディスクの周りのドーナ

ツ状のパターンを露光し、現像液を用いて現像し、デ

ィスクのパターンを得た。続いて深掘りエッチング装

置を用いて Si 層をエッチングし、ディスクの構造を

作った。レジストを除去したのち、バッファードフッ

酸を用いた等方的なエッチングによりSiO2層を削り、

ディスクの下に支柱となる部分を作った。  

 

※結果と考察（Results and Discussion）： 

作製した直径 2.5 µm のディスクに波長 750 nm のレー

ザー光を照射して赤外領域で分光したスペクトルを

図１に示す。赤線がディスクの円周部分からの発光で

あり、線幅 1 nm 以下の鋭いピークである WG モード

による発光増強が観測された。 

 

※その他・特記事項（Others）： 

なし 
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Fig. 1 A photoluminescence spectrum of the microdisk

resonator.

 

0

500

1000

1000 1100 1200 1300

 

 

P
ho

to
lu

m
in

es
ce

nc
e 

(a
rb

. u
n

its
)  Disk

  

 

Emission wavelength (nm)

 Substrate




